
























































は、日本近代美術史の上で重要な作品に位置づけられつつも、その具体的な作品分析・解釈が行われるようになっ のは比較的近年のことで り、右に挙げたそれぞれの問題に対しても、これまでにさまざまな研究者が多くの解釈を示してはきているも の、定説は確立していない。かくいう私も、回顧展の際には、謎を謎のままにすることを是とし、明確 解を示さ かった。それは、この作品が多義性をこそ本質と ると判断してのことではあたが、だからといって、問いに対して考えることを放棄 いわけではい。右の問い 永遠 宿題と思 定めつつ、回顧展 後も折に触れ絵を眺め続け 幾年かが経過 。　
その後、東京文化財研究所の田中淳氏より、 《眼のある風景》の赤外線撮
影調査についてご提案いただいた。これは作品 謎を解き明かす上できわめて有効であろうと東京国立近代美術館 学芸スタッフ一同 賛同し、ちょ























































《眼のある風景》という題名 作者本人によるもので なく、 本人は単に「風景」としか名づけなかったということを確認しておき い。本稿では以下原則として《眼のある風景》の表記を用い、引用文中ではそれぞれ 表記に従うことにする。　
この作品の評価は、どのように形成されてきたか。第八回独立美術協会展















































































































































































































































ャンバスに描かれた可能性 あるいは、そこにライオンが描かれていた可能性が直ちに否定されたわけではない」とし 「実際、これら 解明されるには、赤外線や
X線による科学的な調査を待たなければならないだろう」と述
挿図 （　靉光《ライオン》（（（（ 年　第 （ 回独立美術協会展出品
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「目のある風景の右側は、森と一緒に近所の植木屋 垣根 所にほってあった根っ子を靉光の部屋へ運ぶ」 ある。　
大井氏は基本的にライオン説に立ちながら、この森による木の根説も否定






ついて「巨大な魚の化石が虚無 深遠を窺わせる眼窩 晒し、尾びれを捩じ曲げて横たわっている」と指摘し、そ イメージ 由来 つ て「靉光のアトリエには、鳥の死骸や 干物、石ころなどが つも散乱し、ときには何
挿図 （　森鵄光による《眼のある風
景》に関するメモ































ティーフとして制作が開始され、描き進めていくうちに次第に不思議な物体へと変容していった、と考えることも不可能ではない。大井氏は前述の文章において「ライオンであり同時に枯木で あった」と言 、さらにこれらガラクタのイメージも「妊みこんでいる」として、元となるモティーフをあえて単一に絞っていないが、出原氏は じような立場をとりつつ、以上に見て
きたように複数のイメージ源が想像できることを、シュルレアリスムの画家サルバドール・ダリが用いた「ダブル・イメージ」の手法と関連づけて、むしろ積極的に評価した。シュルレアリスムとの影響関係については次節で詳しく考察するとして、もし本当に靉光が リの影響を受けながら「ダブル・イメージ」をねらって描いたのだとしたら、 「何が描かれている か？」という問題については、複数の解答があり得るということになる。そして実際のところ、 大井氏、 出原氏の他に 、 同様の考え方を る研究者は少なくない。　
水沢勉氏は「隠された形態のたね明かしの妥当性を問うことよりも、その












の問題に立ち戻りたいが ここで ひとまず この作品 不思議 塊 部分が何に由来するかについて これま ライオン説 木 根説 あり そ て木の根と一緒に靉光のアトリエに散乱していたガラクタの類 、モティーフとして考慮に入れてもよさそ であると うことを確認しておきたい。　
続いて、画面の中で唯一、はっきりと描かれている眼についてはどうか。
これが誰の眼を表したものかという問題につい も諸説あるが 主な を


































































































































































































解体の途中にあるようなイメージとな おり この時期、靉光が集中して《眼のある風景》と同傾向の探求を進め いたこと 窺える。　《眼のある風景》発表当時の、靉光とシュルレアリスムの関係を示す証言は、この山路 文章以外 は見当たらない。しかし生前の靉光と交流のあった人物たち 、戦後になっ からの回想 中に、いくつか認め こ ができ
挿図 （　靉光　中国新聞社での個展会場図面（部分）（（（（ 年
挿図 （　靉光《肖像（貴婦人）》（（（（ 年頃　個人蔵

































したというわけである。たしかに、ダリのダブル・イメージは、あるものが別のものに見えてしまうという認識のあり方 中に、 る者 隠された欲望や不安が反映していると考え方に基づ から、○○である に○○にも見える、というそれぞれが、見 者にはっきり認識できてはじめ 成立する手法であ 。それに対して《眼の 風景》の場合は、描かれてい も
が何であるか、はっきりと断言することができない。ライオンだったかもしれないし、 いは木の根だったかもしれない、そうしたものを描き進めているうちに、次第に「風景」にな てしまった う、制作上のヒントというわけだ。　
出原氏はまた《眼のある風景》画面右端の地平線に注目し、 「ダリに影響
を受けた日本の多くのシュルレアリストがしばしば同様の地平線を描いている。靉光が 〈目のある風景〉 においてめずら く地平線を描いて ることは、ダリの直接的な影響と考えて間違いないだろう」と 、水沢勉氏も の説支持している。この地平線 問題につ ても、赤外線調査をふまえて第二章で検討したい。　
続いて山路商や瀧口修造が言及しているエルンストについてだが、具体的















らイメージ 連想・展開させて、そ あ 空の部分 塗りつぶすことで森の輪郭を決定しているのに対して、井上の場合は 単純にエルンストのイメージを表面的にまね 筆で描くにとどまって る。
































































































係者の証言や先行研究、そして靉光の作品そのも から判断し る要素をまとめた。これらを総合 て考えるならば、た か 《眼のある風景》はシュルレアリスム 影響のもとに描かれているというべきであろ 。しか そうした影響関 を指摘するだけでよいも だろうか。だとす ならば、この作品は、単なる西洋の新しい流行を模倣した けのも というこ になってしまう。本当にそうなのだろうか？　
ここでもういちど思い出したいのは さきほど引用した瀧口修造の回想で
ある。瀧口はいう。 「シュルレアリスム らかれが聴きとった声 実に靉光独特のものであった ほんとうのところ、かれ エルンストの受 とりは唐突なものを感じたのをおぼえている」 の「靉光独特だっ 」とい部分に着目したい 靉光が、本来のシュル なり逸脱したという感想を、瀧口は持って たというこ である。この逸脱する部分こ
挿図 （（　クルト・セリグマン《海賊》












































発表当時に図版掲載が確認できるのは、 展覧会の図録である 『第八回独立展集』 （東



































































































土方明司「靉光はなぜ絵を変えていった か」 芸術新潮』三九巻 号、一九





















































































































・ヨシエ、 吉井忠、 大野五郎、 朝日晃、 寺田政明、 匠秀夫「座談会
　
靉光覚書」




































































うに正確に紹介している。 「 『森と太陽』の中の森と覚しい所に、真実の木材の木理が姿を現はしてゐるのを認めることができるであらう。これはエルンストがフロツタアジユ（摩擦）と呼んでゐる方法に依つたもの る 彼の説明によると、或る刺激反応の力を借りて、実在の物体の上 紙片を置いて黒鉛で擦ることから発した方法である。 （中略）彼はこの方法を後に油絵にまで応用したのである。この絵はその代表的なものであらう」 。 こ はグラッタージュと う用語は用いられていないが、瀧口はその後、 「マックス・エルンスト」 （ 『みづゑ 三八七号、一九三七年五月、四五五頁）では、 「この方法は油絵の技法 も応用され グラッタアジュの方法、即ち不平均な面 下塗の上に絵具を置いて引き掻く方法によつて、素晴ら
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